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(D 直接極限をとると

χ3

とおいて,/(χ)の式変形を行

Ⅱm
χ→0

tanx - slnxcosx

0/0 となるため

f(χ)

χ3 COSX

これより,極限値は, ,

Iim f(χ)= 1
χ→0

tanx - slnx cosx

Iim f(χ)
χ→0

χ3

Sinx{1 -(1 - sin2 χ)}

となる

0

Slnx

C。SX - slnx cosx

0

2,

χ3

(2)

Sln x

χ3

Slnx - slnx cos x

1

COSX

ア 関数メ(χ,y)の全微分を行えぱ

df =乃(χ,y)dx +乃(χ,y)dy = 3χ2y'dx + 4χ3y3dy

χ3 COSX

となる

Sinx a - COS2 χ)

イ

0

題意および前問より, dj'劉△メの近似式が成り立つ。χ= 2, dx = 0.02,y

dy=-0.01をアの結果に代入して,微小変化量を計算すれば,

χ3 COSX

df 剣△f = 3χ2y.dx + 4χ3y3dy = 3 × 22 X が X O.02 -4 × 23 × 23 × 0.01

= 26(3 × 0.02 -4 × 0.01)= 27 × 0.01

となる。よって, f(χ+ dx,y+ dy)= 2.023川.994の近似値は,

f(χ+ dx,y + dy)起 f(χ,y)+ df =χ3y'+ df = 23 × 24 + 27 × 0.01 = 128 + 128 剣 129

となる

0う



(3)置換積分を行うため

2y → dx = 2ydy となる。

ι 10g(1+ V§) dx =ι 2y log(1+ y) dy
,

j 2y log(1+y)dy =砂210g(1+y)怜一 j ^dy0 。1+y

を解けばよい。部分積分を行い

に,五=y とおくと

また,積分範囲は,

y + 10

・ー・j ←・ H-)"・,0部・1-・",0詔ゆ1 ・,0郎・(・・ H,0部)・・
となる 0

(4)逐次積分を行うために

領域:Dより ,

π

y=巨一χ

であり,0三yより,

このとき

式変形を行なって定積分を求めると

1(y + 1)(y -1)+ 1
= 10g2 -

となる

, 領域Dより

となる。これを満たすχの条件は

χ=y

,

, 変数χ,yの積分範囲を決定する。

である。上記の範囲で順次積分を行えぱ,

dy

1珂・ル"・'{j 血ール←
=ι[- COS(χ+ y)]、1、 dx = j-{- COS(→+ COSX}dx =ι Cosxdx

Ξ

[sinx]:= 1

π

, 0莟χであることを考慮して

となる

0 茎y 三一一χ
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( 1 )

ア X =AB-2A
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ウ λ1=2 に対する固有べクトル P'は

df .1ヲC)・ OJ・ 0,".・'.(:)

・41)(七'.は1)・0, Py =一χ 2,

λ2=1に対する固有べクトル P2は

0 より

(2)

ただし, CI= 0,C2 羊 0 で任意の数
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( 1 )

1+ i

1- i

イ ←ムア・N卜1'y÷.・予・」・e、返小上、返・.
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(2)

十')・'

ア.ル)*1ず*(ゞーゾ)-0'となる。や←、ゾ),

ンの方程式 ^^
,

/(.)は.*0 ←.y*のでのみ微分可能だが,

イ. j'(Z)=e2'= e2("め爵e2"(COS2y+isin2y)となる。乙= eh coS2y,ν=e2"sin2y とおくと,

ax ax-

ンの方程式

導関数は, j"(Z)=^+i・ミー= 2e2'COS2y+i2eh sin2y = 2e2"e2リ= 2e2(肝功= 2e2'
aχδX

( 3 )

とおくと

,その他では満たさない。

正則ではない。

,

ア

,

メω

,
こユ

を満たす。よって

R郎円.1i叫(.-1y(.)*一ξ・1-.-1士・迎・, R船詞*1im←-3)fや)*C*-1 となる.→】 2 4 .→3 22

仁-1)(.-3)Z -4Z+3

π
^IZ

e

「〒ア

よって

, 八りは正則である。

π.

の特異点は.=1,.=3で共に 1位の極。留数は ,

,

. リーマ

0

シー点で

でコーシー

=0 となる
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イ 同・2の n の内側にある特異点は.司のみなので,留数定理より

加←ル)くム・リ
1*2毎 R郎田*
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